
蕨駅西口の玄関口にあたる再開発7番街区は、9月にシティータワー蕨が完成。
そして、公共公益施設「くるる」の公民館と文化ホールがオープンしました。

「くるる」の1階は新旭町公民館、2階は民間保育園(来年4月の開園予定）3階は、文化ホールになります。

平
成
21
年
9
月
定

例
会
が
、
9
月
1
日
よ

り
9
月
30
日
ま
で
の
30
日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。
9
月
議
会
は
、
決

算
認
定
・
補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
等
の
審
議
（
提
出
議
案
は
、
市
長
提

出
議
案
6
件
、
認
定
10
件
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
明
党
蕨
市
議
団
は
、
今
議
会
に
お
い
て
も
市
民
の
立
場
か
ら
、

生
活
者
優
先
の
住
み
よ
い
活
力
の
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
各
常
任

委
員
会
審
議
・
一
般
質
問
を
行
い
、
市
長
を
中
心
と
す
る
執
行
部
に
対
し

て
徹
底
的
に
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
閉
会

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
・
純
損
失
を
計
上
し
た
こ

と
に
よ
る
市
長
の
見
解
に
つ
い
て
、

質
疑
応
答
後
、
討
論
に
入
り
、
委
員

よ
り
反
対
の
立
場
よ
り
討
論
が
あ

り
、「
本
市
の
水
道
事
業
会
計
は
、
公

営
の
独
立
し
た
企
業
会
計
で
あ
り
、

大
変
優
良
で
あ
り
、
健
全
な
運
営
を

続
け
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
今
決

算
で
７
５
３
７
万
円
余
り
の
純
損
失

を
計
上
し
た
。
職
員
の
人
事
権
を
も

つ
市
長
が
社
会
通
念
上
不
自
然
な
人

事
異
動
を
行
い
、
予
定
外
の
退
職
金

の
負
担
を
強
い
た
こ
と
が
損
失
を
計

上
し
た
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
監
査

委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
に
も
、
本

年
度
の
水
道
事
業
は
資
産
減
耗
費
の

増
大
と
退
職
給
与
金
負
担
が
大
き
く

影
響
し
た
決
算
で
あ
っ
た
。
経
常
的

な
事
業
運
営
に
基
づ
か
な
い
負
担
が

経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
留
意
す
る
よ
う
に
、
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。」
と
の
討
論
が
な
さ
れ
、

共
産
党
に
よ
る
賛
成
討
論
の
後
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
少
数
を
も
っ
て
委

員
会
で
の
不
認
定
、
ま
た
本
会
議
最

終
日
に
お
い
て
も
、
公
明
党
・
新
生

会
・
民
主
党
の
反
対
多
数
に
よ
り
不

認
定
と
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

蕨
市
公
明
党
と
致
し
ま
し
て
は
、

蕨
市
水
道
事
業
は
、市
民
に
と
っ
て
、

安
全
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
す

る
大
変
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
平
成
14
年
に
料
金
改
定
を
行
い

水
道
料
金
の
値
上
げ
を
お
願
い
し
て

以
来
、
毎
年
２
億
円
前
後
の
純
利
益

を
上
げ
、
安
定
し
た
経
営
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
支
払
利
息
の
負

担
、
将
来
の
県
水
の
値
上
げ
の
動
向

も
あ
り
、
人
事
異
動
に
よ
る
変
則
的

な
支
出
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
水
道

事
業
の
安
定
的
な
運
営
が
損
な
わ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
水
道
部
職
員
の
人

材
の
育
成
を
図
り
、
資
質
の
向
上
を

考
え
た
人
員
配
置
・
人
事
異
動
を
行

う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「�

平
成
21
年
度
蕨
市
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
」

�

反
対
多
数
で
不
認
定
と
な
る

「くるる」の
公民館・文化ホールが
10月よりオープン

蕨駅西口地区 7番街区 公共公益施設

蕨
市
議
会
・
九
月
定
例
会

尚、ヤフーで「蕨市公明党」で検索すると直ぐに解るようになっています。

http://www.komei-warabi.com

この度、蕨市公明党は、市民の皆様の御意見御要望を反映して、子宮頸がんワクチン・ヒブワクチン・
肺炎球菌ワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンの接種できる（蕨市・戸田市内の）病院を調査致しました。
　詳細については、蕨市公明党のホームページに掲載致しましたので、御覧頂きたく思います。

議
長
就
任
挨
拶

�

松
本
　
徹

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
市

議
会
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
私
は
、
平
成
22
年
第
３

回
蕨
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
市
議
会
議
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
に

と
り
ま
し
て
は
、
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
ま
す
と
共
に
、
責
任
の
重
大
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。さ

て
、
今
日
の
日
本
は
世
界
的
な

経
済
危
機
の
影
響
を
受
け
、
さ
ら
に

は
先
進
国
の
中
で
類
を
み
な
い
程
の

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
方
自
治

体
で
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
た
め
の
原
資
が
逼
迫
し
、
よ
り

効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
つ
く
る
」
と
い
う
地
方
分
権
改
革

の
理
念
と
近
接
性
の
原
理
に
基
づ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
地
域
住

民
と
協
働
し
て
地
域
の
魅
力
を
高

め
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
行
財
政
基
盤

の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

公
共
施
設
の
再
整
備
・
再
配
置
、
子

育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援
、
産
業
・

商
業
振
興
、
都
市
基
盤
整
備
、
環
境

問
題
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
人
間
主
義
を
基
本
理
念

に
自
助
、
共
助
、
公
助
に
立
脚
し
た

「
地
域
主
権
型
福
祉
社
会
」
の
実
現

を
目
指
し
、
市
政
の
課
題
に
果
敢
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
健
康
、
ご

多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

1階にある旭町公民館の広さは約500平方メートル
で、その中に集会室（ギャラリーとしても使用可）和
室（茶の湯も出来る）調理実習室（IHクッキングヒー
ターを採用）多機能対応（オストメイト）トイレが完備
された今までにない新しい設備の公民館です。

市民活動の新拠点

2階に保育園を置くことで、安全面に配慮した民間運
営の保育施設となります。平成23年の4月からの運
営を予定しております。（詳細については、市のホー
ムページ・広報蕨等で確認をお願い致します。）

安全生の高い駅前保育園

3階は、舞台を兼ね備えた定員180名の文化ホールに
なっています。この施設は、音響システムや照明等
の設備があり、音楽の発表会や演劇などが行えます。
尚、150席のイスは可動式になっているので、ヨガ
やダンス等の利用も可能です。

文化ホールの完成

認
定
第
10
号

問い合わせ先
蕨市施設管理公社
℡ 445−7660

くるる
℡ 446−8311

旭町公民館
℡ 432−4053

2010年11月



高
橋　

悦
朗 

議
員

高
齢
者
の
所
在
確
認
と
高
齢
者
世
帯
の
支
援

体
制
に
つ
い
て

［
問
］
本
市
に
お
け
る
高
齢
者
所
在
確
認
業
務

と
所
在
不
明
の
実
態
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
か
。

［
答
］
全
国
で
の
高
齢
者
所
在
不
明
問
題
を
受

け
て
、
本
市
で
は
、
１
０
０
歳
以
上
高
齢
者

17
名
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳
と
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
か
ら
対
象
者
の
状

況
を
把
握
し
、
施
設
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

民
生
委
員
へ
の
照
会
に
よ
り
全
員
の
所
在
及

び
存
命
を
確
認
し
ま
し
た
。

［
問
］
地
域
住
民
の
中
に
あ
っ
て
民
生
委
員
の

役
割
は
重
要
で
あ
る
が
、
高
齢
者
の
所
在
確

認
に
お
け
る
本
市
の
体
制
と
職
務
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
か
。

［
答
］
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
に
よ
り
、

高
齢
者
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
か
、
在
宅

で
あ
る
か
の
確
認
を
行
い
、在
宅
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
な
い
高
齢
者
に
つ
い
て
、

民
生
委
員
に
訪
問
に
よ
る
所
在
確
認
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

［
問
］
高
齢
者
世
帯
の
孤
立
化
に
関
し
て
自
治

体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「
地
域
福
祉
計
画
」

の
策
定
と
推
進
状
況
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

か
。

［
答
］「
地
域
福
祉
の
推
進
」
の
方
策
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
た
計
画
で
あ
り
、「
地
域
に
お

け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
の
促
進

に
関
す
る
事
項
」「
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉

を
目
的
と
す
る
事
業
の
健
全
な
発
達
に
関
す

る
事
項
」「
地
域
福
祉
に
関
す
る
活
動
へ
の
住

民
の
参
加
の
促
進
に
関
す
る
事
項
」
を
一
体

的
に
定
め
る
計
画
で
あ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
す
る
地
域
住
民
が
日
常
生
活
を
営

み
、
社
会
、
経
済
、
文
化
等
の
活
動
に
参
加

す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
本
市
で
は
、
策
定
に
向
け
た
準
備

作
業
の
段
階
で
あ
り
、
高
齢
者
世
帯
孤
立
化

の
防
止
に
つ
き
ま
し
て
も
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

児
童
虐
待
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

［
問
］児
童
虐
待
に
対
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

本
市
の
相
談
体
制
と
児
童
虐
待
の
実
態
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

［
答
］
本
市
に
お
け
る
要
保
護
児
童
相
談
全
般

の
窓
口
と
し
て
は
、
福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー

内
に
設
置
し
て
い
る
家
庭
児
童
相
談
室
が
対

応
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
児
童
虐
待
と
思

わ
れ
る
通
告
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
課
に

お
い
て
、
家
庭
訪
問
等
に
よ
り
安
否
の
確
認

を
し
、
児
童
相
談
所
と
の
協
議
連
絡
を
含
め
、

様
々
な
情
報
収
集
を
行
い
ま
す
。
実
態
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
度
で
は
、
新
規
の
児
童

虐
待
通
告
・
相
談
が
７
月
ま
で
に
24
件
あ
り

ま
し
た
が
、
17
件
は
終
結
し
て
お
り
、
継
続

し
て
い
る
７
件
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
課

が
調
整
役
と
な
り
、
児
童
相
談
所
・
学
校
・

保
育
園
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

［
問
］
公
明
党
が
推
進
し
、
全
国
展
開
さ
れ
て

い
る「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」で
す
が
、

「
母
親
の
育
児
不
安
や
孤
立
化
が
虐
待
へ
の
温

床
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
指
摘
か
ら
虐
待
防

止
対
策
の
一
助
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
本

市
の
こ
の
事
業
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
か
。

［
答
］
生
後
４
ヶ
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る
す
べ

て
の
家
庭
を
、
訪
問
指
導
員
や
保
健
士
が
訪

問
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
親

子
の
心
身
の
状
況
や
養
育
環
境
の
把
握
を
し
、

子
育
て
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。
８
月
末

ま
で
の
出
生
数
は
２
２
２
人
で
、
訪
問
件
数

は
１
１
９
件
、
経
過
観
察
が
必
要
な
家
庭
は

24
件
で
あ
っ
た
が
、
育
児
放
棄
に
つ
な
が
る

事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

［
問
］
本
市
の
児
童
虐
待
へ
の
課
題
と
児
童
虐

待
防
止
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
か
。

［
答
］職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
課
題
で
あ
り
、

虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
、
市
の
機
関
と
児
童

相
談
所
・
保
健
所
・
警
察
・
学
校
・
幼
稚
園

な
ど
と
情
報
を
共
有
し
、
適
切
な
連
携
の
下

で
支
援
を
行
い
、
ま
た
広
報
及
び
全
戸
チ
ラ

シ
を
通
じ
て
、
児
童
虐
待
防
止
や
早
期
発
見

の
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
対
策
に
つ
い

て［
問
］
本
市
の
全
体
計
画
策
定
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
か
。

［
答
］
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
は
、自
助
・

共
助
を
基
本
と
し
、
確
実
な
情
報
伝
達
体
制

の
整
備
は
不
可
欠
で
あ
り
、
避
難
支
援
計
画

等
庁
内
連
絡
会
に
て
検
討
中
で
あ
り
、
素
案

作
成
後
、
今
年
度
中
に
策
定
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

［
問
］
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
と
個
別
計
画
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
か
。

［
答
］
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
は
、
昨
年
、
民

生
委
員
に
よ
る
高
齢
者
調
査
に
併
せ
て
、
名

簿
搭
載
意
向
確
認
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

集
計
し
た
調
査
書
か
ら
一
覧
表
は
作
成
で
き

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
図
情
報
と

リ
ン
ク
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
民
生
委
員
・
自
主

防
災
組
織
と
い
っ
た
地
域
の
方
々
に
情
報
提

供
し
、
個
別
計
画
策
定
に
向
け
た
協
力
を
お

願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
石　

幸
一 

議
員

１
、
が
ん
対
策
と
予
防
ワ
ク
チ
ン

［
問
］
今
回
の
補
正
予
算
に
お
け
る
、
予
防
費

返
還
金
に
つ
い
て
。

［
答
］
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
に
お
い

て
、
乳
が
ん
検
診
６
９
０
人
、
子
宮
が
ん

検
診
７
６
０
人
と
見
込
み
ま
し
た
が
実
績

は
、
乳
が
ん
検
診
７
２
５
人
、
子
宮
が
ん

検
診
４
５
０
人
で
あ
り
、
実
績
調
定
額
は
、

８
０
８
万
４
千
円
と
な
り
、
１
９
９
万
６
千

円
の
返
還
金
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

21
年
度
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
優
先
接
種
者

の
２
回
接
種
者
３
８
９
人
、
１
回
接
種
者

１
、１
４
２
人
、
優
先
接
種
者
以
外
の
者
１
、

２
２
０
人
と
見
込
み
、
ま
し
た
が
実
績
は
、

２
回
接
種
者
21
人
、
１
回
接
種
者
１
３
４
人
、

優
先
接
種
者
以
外
の
者
10
人
で
、
調
定
額
、

48
万
５
千
円
と
な
り
、
７
６
８
万
６
千
円
の

返
還
金
が
生
じ
た
も
の
で
す
。

［
問
］
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
す
る
に
当
た
り
、

受
診
率
向
上
の
た
め
の
啓
発
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
の
か
。

［
答
］
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
広
報
わ
ら
び
に

掲
載
し
、
対
象
者
全
員
に
案
内
文
書
と
一
緒

に
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
送
付
し
受
診

の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

［
問
］「
子
宮
頚
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
券
」
発

行
後
の
健
診
率
と
そ
れ
以
前
の
検
診
率
に
つ

い
て
。
ま
た
、
近
隣
市
の
検
診
率
に
つ
い
て
。

［
答
］
近
隣
市
の
受
診
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、

蕨
市
17
・
６
％
、
戸
田
市
30
・
０
％
、
川
口

市
21
・
５
％
、
鳩
ヶ
谷
市
22
・
１
％
、
埼
玉

県
平
均
で
20
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
前
後
の
受
診
率
の
変
化
で

す
が
、
一
般
の
子
宮
が
ん
検
診
で
み
て
み
ま

す
と
、
20
年
度
７
・
９
％
、
21
年
度
８
・
９
％

と
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
、
上
昇
し
て
お
り

ま
す
。

［
問
］
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
・
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
対
す
る
考
え
方
に
つ

い
て

［
答
］
国
の
動
向
や
予
防
接
種
実
施
の
優
先
度

等
に
つ
い
て
、
地
元
医
師
会
の
意
見
と
実
施

に
伴
う
財
政
負
担
の
面
も
併
せ
て
研
究
し
て

ま
い
り
ま
す
。

２
、
猛
暑
対
策
に
つ
い
て

［
問
］来
年
度
に
向
け
て
小
中
学
校
に
扇
風
機
・

す
だ
れ
・
緑
の
カ
ー
テ
ン
・
屋
上
緑
化
な
ど

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

［
答
］
小
中
学
校
へ
の
扇
風
機
の
設
置
に
つ
い

て
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
来
年
度

に
向
け
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
夏
の
強
い
日
差
し
を

遮
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
暑
さ
対
策
と
し
て
、

効
果
が
期
待
で
き
予
算
処
置
を
し
て
、
今
年

度
も
４
校
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
屋
上
緑

化
は
、
建
物
へ
の
直
接
の
日
射
を
抑
制
す
る

こ
と
で
熱
負
荷
の
低
減
が
図
ら
れ
、
断
熱
効

果
等
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て

ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
積
載
荷
重
に
耐
え

う
る
建
物
の
強
度
と
等
が
問
題
視
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

［
問
］
公
民
館
・
児
童
館
の
猛
暑
対
策
に
つ
い

て
。

［
答
］
市
内
７
つ
の
公
民
館
、各
児
童
館
で
は
、

空
調
設
備
の
温
度
調
整
を
こ
ま
め
に
し
て
、

参
加
者
の
体
調
に
配
慮
を
し
な
が
ら
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
各
児
童
館
で
発
行
し
て
い
る
「
児
童

館
だ
よ
り
８
月
号
」
で
は
、
特
に
今
年
は
熱

中
症
対
策
と
し
て
、
夏
の
健
康
管
理
や
水
分

補
給
の
大
切
さ
な
ど
を
明
記
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
利
用
す
る
子
ど
も
達
に
は
、
日
中
に

外
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
指
導
し
、
行
き
帰
り

に
は
、
帽
子
の
着
用
を
促
し
て
お
り
ま
す
。

［
問
］
民
生
委
員
等
に
よ
る
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
宅
の
猛
暑
・
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

［
答
］
市
内
で
熱
中
症
に
よ
り
２
名
の
高
齢
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
と
の
報
道
を
受
け
、
７
月

26
日
に
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
の
利
用

が
多
い
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
や
配
食
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
に
対
し
、「
熱
中
症
」
予
防
に
つ
い

て
の
文
書
と
「
熱
中
症
対
策
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」
に
よ
り
、
注
意
を
う
な
が
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、行
政
防
災
無
線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
使
っ
て
広
報
を
行
う
と
と
も
に
、
８
月

６
日
に
は
、
民
生
委
員
に
対
し
て
訪
問
に
よ

る
声
か
け
な
ど
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
否

確
認
へ
の
協
力
を
依
頼
し
、「
高
齢
者
調
査
」

名
簿
を
活
用
し
て
、
訪
問
に
よ
り
直
接
、
安

否
の
確
認
と
熱
中
症
へ
の
注
意
の
呼
び
か
け

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
20
日
に
は
県
か
ら
、
９
月
末
日

ま
で
を
「
熱
中
症
対
策
強
化
月
間
」
と
し
、

「
熱
中
症
対
策
」
へ
の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
引
き
続
き
民
生
委
員
に
訪
問
や
声

か
け
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
介

護
保
険
事
業
者
に
対
し
て
も
協
力
を
依
頼
し
、

併
せ
て
高
齢
者
担
当
窓
口
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
、

重
ね
て
熱
中
症
に
対
す
る
注
意
を
呼
び
か
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

［
問
］
生
活
保
護
世
帯
の
猛
暑
・
熱
中
症
対
策

に
つ
い
て

［
答
］
単
身
の
高
齢
者
や
傷
病
者
な
ど
の
被
保

護
者
に
対
し
て
、
高
齢
者
福
祉
担
当
等
と
連

携
し
、
熱
中
症
へ
の
注
意
喚
起
や
必
要
な
助

言
等
に
つ
い
て
実
施
す
る
よ
う
に
と
の
通
知

を
受
け
、
傷
病
者
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
世

帯
等
に
対
し
ま
し
て
、
電
話
連
絡
や
居
宅
訪

問
を
行
い
、
熱
中
症
へ
の
注
意
喚
起
、
あ
る

い
は
現
況
確
認
な
ど
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
熱
中
症
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
民
生
委
員
と
連
携
し
、
早
期
の
対

応
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
般
質
問
・
要
旨
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